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高校野球審判の手引き
2019年度

四人制メカニクス

日本高等学校野球連盟

タッグアップ確認の相違（四か所）
１、走者一・二塁 中堅手より右側の打球を一塁塁審が追った場合
２、走者満塁 中堅手より右側の打球を一塁塁審が追った場合
３、走者満塁 右翼手よりライン寄りの打球を一塁塁審が追った場合
（内野手が前進守備の場合）

４、走者満塁 左翼手から右翼手までの打球を二塁塁審が追った場合
（内野手が前進守備の場合）
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四人制クロックワイズの基本メカニクス

b. 中堅手より右側の打球を一塁塁審が追った場合

ＰＬ
本塁での“プレイに備える”。

1B

打球を追い、その行方を確認・判定後、“プ
レイが一段落するまで”その場に留まる

2B

視野を広げながら（ステップバック）、一塁走
者および二塁走者のタッグアップ、一塁走
者の二塁触塁および打者走者の一塁触塁
を確認し、すべての走者の一・二塁での“プ
レイに備える” 。

3B
三塁での“プレイに備える”。
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走 者 一・二 塁

Ｕ

基本の動き
走者一、二塁・中堅手より右側の打球を一塁塁審が追った場合

①走者が次塁へ
進塁した場合

②走者が逡巡し
ている場合

③走者がタッグ
アップした場合

ＰＬ 打球の行方・送球を見
ながら、本塁でのプレ
イに備える。

打球の行方・送球を見
ながら、視野を広げて、
一塁走者の帰塁するプ
レイおよび打者走者の
追い越しなどに注視す
る。

打球の行方を見ながら、
一塁走者のタッグアッ
プを確認する。

1B 静止して打球を見定め、
内野へ送球されるまで
その場に留まる。

同 左 同 左

2B ステップバックし、一
塁走者の二塁触塁およ
び打者走者の一塁触塁
を確認する。二塁と一
塁でのプレイに備える。

①同様に動き、視野を
広げて、二塁走者およ
び一塁走者、打者走者
の動向に注視し、各走
者の帰塁するプレイな
ど、二塁と一塁でのプ
レイに備える。

二塁走者のタッグアッ
プを確認する。一塁走
者の二塁でのプレイに
備える。

3B 打球の方向に正対し、
送球線などを考えなが
ら、二塁走者の三塁触
塁を確認する。三塁で
のプレイに備える。

打球の行方を見ながら、
二塁走者の動向に注視
し、①同様に動く。

②同様に動く。
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四人制クロックワイズの基本メカニクス
走 者 一・二・三 塁

（二塁塁審が内側に位置した場合）

b. 中堅手より右側の打球を一塁塁審が追った場合

ＰＬ

本塁での“プレイに備える”。

1B

打球を追い、その行方を確認・判定後、“プ
レイが一段落するまで”その場に留まる。

2B

視野を広げながら（ステップバック）、一・二
塁走者のタッグアップ、一塁走者の二塁触
塁および打者走者の一塁触塁を確認し、
一・二塁での“プレイに備える”。

3B

三塁走者のタッグアップを確認し、三塁での
“プレイに備える”。Ｕ
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基本の動き
走者満塁・中堅手より右側の打球を一塁塁審が追った場合

①走者が次塁へ
進塁した場合

②走者が逡巡し
ている場合

③走者がタッグ
アップした場合

ＰＬ 打球の行方・送球を見
ながら、三塁走者の本
塁触塁を確認する。本
塁でのプレイに備える。

打球の行方・送球を見
ながら、視野を広げて、
三塁走者の動向に注視
し、本塁でのプレイに
備える。

打球と送球線を考えな
がら、一塁走者のタッ
グアップを確認する。
本塁でのプレイに備え
る。

1B 静止して打球を見定め、
内野へ送球されるまで
その場に留まる。

同 左 同 左

2B ステップバックし、一
塁走者の二塁触塁およ
び打者走者の一塁触塁
を確認する。二塁と一
塁でのプレイに備える。

①同様に動き、視野を
広げて、二塁走者およ
び一塁走者、打者走者
の動向に注視し、二塁
と一塁でのプレイに備
える。

②のポジションで二塁
走者のタッグアップを
確認する。二塁と一塁
でのプレイに備える。

3B 打球の方向に正対し、
送球線などを考えなが
ら、二塁走者の三塁触
塁を確認する。三塁で
のプレイに備える。

打球の行方を見ながら、
三塁走者の動向に注視
し、三塁でのプレイに
備える。

三塁走者のタッグアッ
プを確認する。三塁で
のプレイに備える。
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（二塁塁審が外側に位置した場合および内野手が前進守備の場合）

四人制クロックワイズの基本メカニクス
走 者 一・二・三 塁

b. 右翼手よりライン寄りの打球を一塁塁審が追った場合

ＰＬ

本塁での“プレイに備える”。

1B

打球を追い、その行方を確認・判定後、“プ
レイが一段落するまで”その場に留まる。

2B

一・二塁間の内野内に移動して、一・二塁走
者のタッグアップ、一塁走者の二塁触塁お
よび打者走者の一塁触塁を確認し、一・二
塁での“プレイに備える”。

3B

三塁走者のタッグアップを確認し、三塁での
“プレイに備える”。
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基本の動き

走者満塁・右翼手よりライン寄りの打球を一塁塁審が追った
場合（内野手が前進守備の場合）

①走者が次塁へ
進塁した場合

②走者が逡巡し
ている場合

③走者がタッグ
アップした場合

ＰＬ 打球の行方・送球を見
ながら、三塁走者の本
塁触塁を確認する。打
者走者の一塁触塁に注
視し、本塁でのプレイ
に備える。

打球の行方・送球を見
ながら、視野を広げて、
三塁走者の動向に注視
し、本塁でのプレイに
備える。

打球と送球線を考えな
がら、一塁走者のタッ
グアップも確認する。
本塁でのプレイに備え
る。

1B 静止して打球を見定め、
内野へ送球されるまで
その場に留まる。

同 左 同 左

2B 一・二塁間の内側ポジ
ション付近を目標に入
り、一塁走者の二塁触
塁および打者走者の一
塁触塁を確認する。二
塁と一塁でのプレイに
備える。

①同様に動き、二塁走
者および一塁走者、打
者走者の動向に注視し、
二塁と一塁でのプレイ
に備える。

②のポジションで、二
塁走者のタッグアップ
を確認する。二・一塁
でのプレイに備える。

3B 打球の方向に正対し、
送球線などを考えなが
ら、二塁走者の三塁触
塁を確認する。三塁で
のプレイに備える。

打球の行方を見ながら、
三塁走者の動向に注視
し、三塁でのプレイに
備える。

三塁走者のタッグアッ
プを確認する。三塁で
のプレイに備える。
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四人制クロックワイズの基本メカニクス

走 者 一・二・三 塁

（二塁塁審が外側に位置した場合および内野手が前進守備の場合）

c. 左翼手から右翼手までの打球を二塁塁審が追った場合

ＰＬ

本塁での“プレイに備える”。

1B

内野内に移動または“リミング”によって、
一・二塁走者のタッグアップ、一塁走者の二
塁触塁および打者走者の一塁触塁を確認
し、一・二塁での“プレイに備える”。

2B

打球を追い、その行方を確認・判定後、“プ
レイが一段落するまで”その場に留まる。

3B

三塁走者のタッグアップを確認し、三塁での
“プレイに備える”。Ｕ
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基本の動き

走者満塁・左翼手から右翼手までの打球を二塁塁審が追った
場合（内野手が前進守備の場合）

①走者が次塁へ
進塁した場合

②走者が逡巡し
ている場合

③走者がタッグ
アップした場合

ＰＬ 打球の行方を見ながら、
三塁走者の本塁触塁を
確認する。本塁でのプ
レイに備える。

打球の行方を見ながら、
視野を広げて、三塁走
者および打者走者の動
向に注視し、本塁での
プレイに備える。

打球と送球線を考えな
がら、一塁走者のタッ
グアップを確認する。
本塁でのプレイに備え
る。

1B 一・二塁間ヘピポット
ターンまたはリミング
し、一塁走者の二塁触
塁および打者走者の一
塁触塁を確認する。二
塁と一塁でのプレイに
備える。

①同様に動き、視野を
広げて、二塁走者およ
び一塁走者の動向に注
視し、二塁と一塁での
プレイに備える。

②のポジションで二塁
走者のタッグアップを
確認する。二塁と一塁
でのプレイに備える。

2B 静止して打球を見定め、
内野へ送球されるまで
その場に留まる。

同 左 同 左

3B 打球方向に正対し、送
球線などを考えながら、
二塁走者の三塁触塁を
確認する。三塁でのプ
レイに備える。

打球の行方を見ながら、
三塁走者および二塁走
者の動向に注視し、三
塁でのプレイに備える。

三塁走者のタッグアッ
プを確認する。三塁で
のプレイに備える。


